
  更新年度：令和３年度  

侵入防止柵の設置等によるイノシシの被害防止対策 

 

１ 要旨 

  イノシシの侵入を防ぐため侵入防止柵を設置し、地域で緩衝帯の整備や放

任果樹・野菜の除去等を徹底と併せて、捕獲檻を設置しイノシシを捕獲するこ

とにより、生息数を減少させ、耕作放棄地が増加しないよう取り組んだ結果、

イノシシの被害が減少した。 

 

２ 地区の概要 

地 区 名  防府市大崎 江良地区 

戸 数  96 戸（うち農家 40 戸） 

耕 作 面 積  田 3．2ha、畑 0．3ha 

主 な 作 物  水稲、野菜 

加 害 獣 種  イノシシ 

対策実施年度  平成３０年度 

 

３ 被害の状況と課題 

近年、当地区において頻繁にイノシシの出没が目撃されるようになり、それ

に比例し水稲や野菜等の農作物被害が増加している。出没は地区住民の居住区

域にも及んでおり、生活環境被害も発生している。 

地区では、農作物被害だけでなく、営農意欲の低下から耕作放棄地が増加し

ているため、イノシシの侵入防止柵の設置や緩衝帯の整備等の被害防止対策に

早急に取り組む必要がある。 

 

４ 取組内容 

（１）周辺環境の調査及び整備 

   集落内農地の状況とイノシシ被害状況を調査し、緩衝帯の設置・管理や放

任果樹・野菜くずの撤去を集落で徹底した。 

（２）防護・捕獲活動 

   イノシシの侵入を防ぐため、侵入防止柵を設置するとともに、猟友会によ

る捕獲活動を実施した。 
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［イノシシ防護柵の設置範囲］     ［イノシシ防護柵の設置作業］ 

 

５ 取組の成果 

江良地区に金網侵入防止柵を設置したことにより、当該地区では、農作物被

害のみならず、生活環境被害も減少した。 

  反面、未設置の隣接地区からのイノシシの出没情報や被害が増えてきてい

るため、継続して当該地区でも金網侵入防止柵の設置を計画している。 

（千円） 

区分 
平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

実施前 実績 増減 実績 増減 実績 増減 

イノシシ 1,680 840 ▲840 840 ▲840 840 ▲840 

 

６ 地区代表者のコメント 

    地区内の広範囲に渡って金網柵の設置効果が現れているも、若干隣接地区 

 （未設置地区）の方から回り込んで侵入して来るイノシシがいる。 

  そのため、箱檻を設置することにより捕獲の面でも策を講じている。 

  柵の維持管理については定期的に見回りを実施しており、草刈りを年１回

実施している。 

 

７ 今後の取組 

  金網柵の設置効果が維持できるよう、定期的に柵の見回りをし、適宜緩衝 

 帯の整備を行う。 

  また、未設置区域からの侵入を防ぐため、地域や猟友会との相互連携に努  

 める。 


